
9月15日から16日にかけて、本町に多大な被
害をもたらした台風18号。編集子も消防団員の
一員として活動し、その間に農地が水につかる被
害にあいました。多くの方が、多かれ少なかれ被
害にあわれたのではないでしょうか。
甚大な被害にあわれた方にお見舞い申し上げ

ますとともに、自らの被害の復旧に向けてがんば
りたいと思っています。（Ｔ）

編
集
後
記

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす
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京丹波町の秋の一大イベントとして毎年開催され
る「京都丹波ロードレース」。大会当日には約4,000人
のランナーが集い、鮮やかに紅葉した景色を眺めな
がら丹波路を駆け抜けますので、コース沿いからのあ
たたかい声援などにご協力いただきますようお願い
します。　
また、発着点である丹波自然運動公園では、来園さ

れる皆さんに京丹波の秋を存分に楽しんでいただける
よう「うまいもの市」や「菊花展」なども開催されます。ご
家族や友人などお誘い合わせご来園いただき、深まり
ゆく京丹波の秋を満喫してください。

11月3日（日・祝）※雨天決行

丹波自然運動公園
京丹波町、南丹市陸上競技協会、
京丹波町体育協会、京都府立丹波自然運動公園

　恒例の「うまいもの市」では、地元で採れた農産物
や特産品をはじめ、食の宝庫「京丹波」を満喫でき
る、旬の食材をふんだんに使った料理などを販売。
「菊花展」は10月20日（日）～11月4日（月・祝）まで開
催し、菊愛好家が丹精込めて育てたさまざまな種類
の菊を展示します。

日　時

発着点

主　催

開催時間

開催場所
午前10時～午後2時
丹波自然運動公園中央広場　

京丹波京丹波広
報
広
報

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波

NO.96
10月号

2013年10月17日発行

あ
と
少
し
だ
！

　
　
　

が
ん
ば
れ
！

決算特集

秋の丹波路を駆け抜ける
「2013京都丹波ロードレース」

を開催します

［選手受付］ 午前8時30分～10時
［開 始 式］ 午前10時～
［スタート］ 〈3㎞〉午前10時20分
　　　　 〈5㎞〉午前10時40分
　　　　 〈10㎞〉午前10時50分
　　　　 〈ハーフ〉午前11時

うまいもの市・菊花展
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 9 Dr’s Message いきいき健康術
10 須知高校生
   観光甲子園で準グランプリ受賞

12  京丹波の新たな玄関口へ
   （仮称）ハイウェイテラス・京たんば整備事業
14 台風18号災害
   町内に大きな爪あとを残す
16 【シリーズ】健康生活のススメ
  『健康な歯は元気の源』

18 　　KYOTAMBA TOWN NEWS 2013

健康長寿を祝う
―敬老祝賀訪問

共同作業で交流
―グラウンドを守るみんなの交流会

共助の地域社会へ
―きらりセミナーⅡ

自然に囲まれ新たな出会い
―丹波自然運動公園deときめきツアー

20 秋の丹波路を駆け抜ける
　　 「2013京都丹波ロードレース」を
   開催します

9月21日に行われた竹野小学校を除く町内4小学
校の運動会。丹波ひかり小では、8月15日の福知山市
花火大会の事故で犠牲となった児童に対し黙祷を捧
げたあと、精一杯競技しました。

今月の表紙

CONTENTSNO.96
【特集】

F L A S H

歳
入
に
は
、町
税
な
ど
町
が
自
ら
の
力
で
調

達
で
き
る
お
金（
自
主
財
源
）と
、国
や
府
か
ら

交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
お

金（
依
存
財
源
）が
あ
り
ま
す
。グ
ラ
フ
の
と
お

り
、自
主
財
源
は
歳
入
全
体
の
三
〇
・
四
％
で
、

歳
出
総
額
は
一
二
〇
億
三
、五
六
一
万
円
で
、歳

入
か
ら
歳
出
を
引
き
、さ
ら
に
平
成
二
十
五
年
度

へ
繰
り
越
し
た
事
業
費（
六
、四
八
二
万
円
）を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、三
億
四
、一
七
三
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

残
り
六
九
・
六
％
は
国
・
府
支
出
金（
負
担
・
補
助
・
委
託
金
）や
町
債（
借
入
金
）、地
方
交
付

税
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
は
、収
入
額
が
十
六
億
七
、三
六
四
万
円
で
、年
度
内
に
収

入
で
き
な
か
っ
た
額
が
一
億
七
、七
一
四
万
円
、不
納
欠
損
額
は
、高
額
滞
納
の
あ
る
法
人
の

破
産
な
ど
に
よ
り
大
幅
増
の
八
、四
六
五
万
円
。京
都
地
方
税
機
構
と
の
連
携
に
よ
る
滞
納

整
理
業
務
は
も
と
よ
り
、今
後
も
地
道
な
督
促
や
納
税
相
談
、夜
間
納
付
窓
口
の
開
設
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、税
負
担
の
公
平
性
と
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
て
滞
納
へ
の
厳

正
な
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、法
令
に
基
づ
い
た
適
正
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

一
方
、財
源
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、特
別
交
付
税
の
減
は
あ
っ
た
も

の
の
、前
年
度
に
比
べ
六
、九
一
〇
万
円
の
増
。国
・
府
支
出
金
も
一
五
一
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

国
や
府
へ
の
依
存
率
が
高
い
本
町
で
は
、さ
ら
な
る
収
入
増
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、町
税

な
ど
の
徴
収
に
よ
り
財
政
基
盤
を
強
化
し
、将
来
の
財
政
需
要
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、経
常
収
支
比
率
は
八
二
・
〇
％
で
、前
年
度
に
比
べ
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
も

の
の
、地
方
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指
標
は
、実
質
公
債
費
比
率
が
一
四
・
四
％
、将
来
負

担
比
率
が
一
三
三
・
五
％
で
、い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
着
実
に
改
善
が
図
れ
ま
し
た
。（
詳
細

は
八
ペ
ー
ジ
参
照
）

こ
の
ほ
か
、町
債
残
高
は
一
四
二
億
五
、一
〇
七
万
円
で
、前
年
度
末
残
高
か
ら
一
億
六
、二

一
八
万
円
の
減
。基
金（
貯
金
）残
高
は
、土
地
開
発
公
社
先
行
取
得
用
地
の
買
い
戻
し
な
ど

に
よ
り
前
年
度
末
残
高
よ
り
一
億
一
、三
一
〇
万
円
減
の
四
十
一
億
九
、三
三
〇
万
円
と
な
り

ま
し
た
。今
後
も
将
来
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、財
政
健
全
化
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

二
十
四
年
度
歳
出
の
主
な
も
の
は
、土
地
開
発
公
社
先
行
取
得
用
地
の
債
務
縮
小
に
向
け

た
土
地
の
買
い
戻
し（
九
億
一
、四
二
〇
万
円
）、障
害
者
の
自
立
支
援
事
業（
三
億
二
、五
八

三
万
円
）、中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金（
一
億
一
、四
五
一
万
円
）、有
害
鳥
獣
被
害
に
対

す
る
防
除
施
設
設
置
事
業
な
ど（
六
、二
五
九
万
円
）、青
年
就
農
給
付
金
な
ど
を
支
払
う
京

力
農
場
プ
ラ
ン（
九
三
〇
万
円
）な
ど
で
、費
目
別
に
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
支
出
し
ま
し
た
。

【
経
常
収
支
比
率
】

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指

標
。人
件
費
や
公
債
費
な
ど
毎
年

度
経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に

対
し
て
、町
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
で
き

る
一
般
財
源
が
ど
の
程
度
使
わ

れ
た
か
を
表
す
比
率
。

用
語
解
説

町税
13.4％
16億7,363万円

地方交付税
44.9％
55億9,329万円

国庫・府支出金
11.1％
13億6,949万円

町債
10.7％
13億3,160万円

その他
14.7％
18億2,449万円

総務費
24.8％
29億8,973万円

民生費
17.4％
20億9,402万円

農林水産業費
8.4％
10億1,048万円

衛生費
11.7％
14億1,285万円

使用料・手数料
2.3％

2億8,923万円

交付金など
2.9％

3億6,295万円

自主財源
依存財源

議会費
0.9％
1億329万円

土木費
9.0％
10億8,707万円

その他
1.8％

2億1,150万円

消防費
3.4％
4億490万円

教育費
8.6％
10億3,184万円

教育費
8.6％
10億3,184万円

公債費
14.0％
16億8,993万円

歳入
124億
4,468万円

歳出
120億
3,561万円

監
査
委
員
の
決
算
審
査
を
経
て
、九
月
の
議
会
定
例
会
で

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。歳
出
決
算
額
は
、一
般
会
計
が
一
二
〇
億
三
、

五
六
一
万
円（
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
、以
下
同
じ
）、特
別
会

計
が
七
十
六
億
三
、三
八
一
万
円（
財
産
区
会
計
除
く
、以
下

同
じ
）に
な
り
ま
し
た
。

一般会計歳入

一般会計歳出［目的別］

歳
入

歳
出

※

決
算

【特集】
平成24年度
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一般会計
【主なもの】 こう使った120億円

寺尾町長に対し平成24年度決算審査意見書を提出する船越監査委員（写真右）
（役場町長室・蒲生）

【特集】平成24年度決算

戸籍住民基本台帳管理に関する経費 ……………2，812万円
（職員給与など含む）
衆議院議員選挙に関する経費 ・………………… 1,341万円
その他選挙に関する経費 ……………………………42万円
各種統計調査（国勢調査など）に関する経費 ・・………75万円
監査委員に関する経費 ………………………………59万円

民生費 20億9,402万円 
社会福祉総務費 ………………………………2億6，796万円
（職員給与や在宅介護支援センター運営、民生児童委員の
活動補助など）
国民健康保険特別会計への繰出金 ………………9，686万円
和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託料など
 …………………………………………………………70万円
共同作業所運営委託料 …………………………1，947万円
日中一時支援事業委託料 ……………………………876万円
重度心身障害者通院通所支援事業委託料 …………634万円
重度心身障害老人健康管理事業給付費 ………2，663万円
心身障害者医療給付費 ・…………………………5，288万円
自立支援医療給付扶助費 ……………………… 1，414万円
障害者自立支援給付費 ………………………3億2，243万円
その他障害福祉に関する経費 ………………… 3，131万円
（日常生活用具の給付など）
外出支援・食の自立支援事業委託料 ……………2，404万円
シルバー人材センター運営補助金 …………………630万円
老人クラブ連合会活動補助金 ………………………386万円
後期高齢者医療に関する負担金・繰出金 ・…2億5，130万円
老人医療給付費 ………………………………… 3，258万円
老人ホーム措置費 ・・…………………………………195万円
高齢者包括ケアシステム実証実験業務委託料 ……259万円
地域包括ケア相談業務委託料 …………………… 425万円
介護保険特別会計への繰出金 …………… 2億8，538万円
その他老人福祉に関する経費（長寿者報償など） ・・1，678万円
国民年金事務に関する経費 …………………………73万円
すこやか祝金 ……………………………………… 780万円
ファミリーサポート事業委託料 ・…………………… 500万円
京都子育て医療・すこやか子育て医療給付費 …3，680万円
子ども手当給付費 ………………………………2億209万円
その他児童福祉に関する経費 ……………………2，679万円
（チャイルドシート購入助成など）
母子父子福祉に関する経費 ………………………1，262万円
（母子医療給付費など）

保育所施設の改修などに関する経費 ・…………・ 1,714万円
（耐震補強工事含む）
その他保育所の運営管理 ………………………3億854万円
（職員給与など含む）

衛生費 14億1,285万円 
保健衛生総務費（職員給与など含む） …………1億151万円
検査検診委託料 ・…………………………………5，460万円
予防接種業務委託料 ・……………………………2，904万円
食生活改善推進事業委託料 …………………………65万円
特定保健指導・特定健診委託料 …………………1，305万円
その他保健・予防に関する経費 …………………1，210万円
（妊婦健診助成など）  
合併浄化槽設置補助金 ・………………………………727円
住宅用太陽光発電システム設置補助金 ……………551万円
下水道事業特別会計への繰出金 ・………………5，285万円
（浄化槽市町村整備推進） 
その他環境衛生に関する経費 …………………… 409万円
（狂犬病予防注射や水質検査委託など） 
南丹病院負担金 ・…………………………………2，051万円
京丹波町病院会計運営補助 …………………3億7，736万円
（出資金・利子）  
その他診療所に関する経費 ………………………… 31万円
（事務費、直診勘定整理経費など）
保健センターの管理 ・…………………………… 1，299万円
船井郡衛生管理組合分担金 …………………2億4，082万円
ごみ処理手数料 ・…………………………………3，796万円
生ごみたい肥化容器購入助成金 ……………………24万円
その他ごみ処理対策に関する経費 ……………………262万円
（資源ごみ集団収集助成など）
水道事業特別会計への繰出金 ………………4億3，938万円

労働費 1,062万円 
緊急雇用創出事業委託料 ………………………… 851万円
その他労働対策に関する経費 ………………………211万円

  農林水産業費 10億1,048万円 
農業委員会運営に関する経費 ………………………836万円
農業総務費（職員給与など含む） …………………6，697万円
マスターズハウス管理運営委託料 …………………200万円
京都・丹波食彩の工房管理運営委託料 ……………900万円
瑞穂農業公社・丹波ふるさと振興公社運営補助金
 ・……………………………………………………1，750万円
有害鳥獣対策事業 ………………………………6，259万円
（捕獲委託、被害防止施設設置など） 
農業機械導入補助金 ・………………………………317万円
中山間地域等直接支払交付金 ………………1億1，451万円
水田農業構造改革対策助成事業 ……………… 1，760万円
（特産物作付奨励、国産飼料推進） 
農地・水・環境保全向上対策事業負担金 ……… 1,850万円
京の米産地づくり事業補助金 ………………………456万円
命の里事業（農業生産基盤整備、里力再生など） …1,005万円
戸別所得補償制度推進事業補助金 …………………622万円
京力農場プラン事業（青年就農給付金など） ……… 930万円
その他農業振興に関する経費 ……………………1，411万円
（食の祭典運営委託など）  
畜産業に関する経費 ・……………………………1，019万円
（堆肥による土づくり事業補助など）
土地改良施設維持管理事業 …………………… 1,895万円
下水道事業特別会計への繰出金 …………・ 1億7，413万円
（農業集落排水）
その他農地保全などに関する経費 ………………3，509万円
（土地改良区運営補助など）  
山村開発センターの管理（改修工事含む） ………3,953万円
農村情報施設管理費（職員給与など含む） ・・…2億2,081万円
山村振興対策に関する経費 …………………………235万円
林業総務費（職員給与や林業振興会負担金など）… 2，686万円
公有林整備事業委託料 ………………………… 1，544万円
緑の公共事業補助金（間伐約16haなど） ………… 329万円
林道塩谷長谷線開設工事（和知地区） ・…………2，744万円
森林整備地域活動支援交付金 …………………1，070万円
その他林業振興に関する経費 ……………………5，600万円
（林道維持管理、緑の担い手育成など） 
わち林業センターの運営費 ・・………………………304万円
内水面漁業振興対策事業補助金 ……………………221万円
（和知・由良川漁協への補助）

議会費 1億329万円 
議会運営に関する経費 ・・・………………………１億329万円
（議員報酬や職員給与など含む） 

総務費 29億8,973万円 
一般管理に関する経費 ………………………4億6,287万円
（職員給与や区長会の運営補助、土地開発公社など
各機関への負担金など）
広報京丹波（お知らせ版含む）の発行 ………………331万円
例規集サポートシステム委託料 ……………………313万円
その他文書広報に関する経費 ・………………………84万円
財政管理・会計管理に関する経費 …………………124万円
財産管理に関する経費 ……………………18億3，057万円
（町有財産管理、基金積立金など）
わちふるさと祭り助成金 ……………………………100万円
京都丹波ロードレース運営補助金 ………………… 80万円
山陰本線複線化促進協議会など各機関への負担金
 …………………………………………………………20万円
その他総合企画に関する経費 ………………………433万円
町有財産解体工事（町保有建物2棟） ……………1,919万円
町有施設・設備等維持改修工事 …………………… 311万円
支所の管理に関する経費 ……………………1億4，711万円
（職員給与など含む）
公平委員会に関する経費 ………………………………3万円
グリーンランドみずほ管理運営委託料 …………2，100万円
グリーンランドみずほ施設等改修工事（コテージ） …42万円
道の駅瑞穂の里さらびき改修工事……………… 2,490万円
和知駅振興事業補助金 ・……………………………127万円
街灯設置補助金・防犯協会負担金など ……………591万円
交通対策費・・…………………………………………292万円
（交通指導員運営経費、交通安全協会運営補助など）
町営バス利用促進補助金 ・・…………………………100万円
町営バス運行事業会計への繰出金 ・……………6，080万円
自治振興補助金 ・……………………………………403万円
住民自治組織まちづくり交付金・地域力向上事業助成金など 
 ・………………………………………………………143万円
電算システム更新工事 ・………………………1億4,858万円
行政情報システムの管理など ……………………5,700万円
国際交流協会への補助金 ・…………………………300万円
生涯学習推進に関する経費（人権政策の推進など）… 285万円
京都地方税機構への負担金 ・・……………………1,643万円
税務に関する経費（職員給与など含む） …………1億12万円
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一般会計
【主なもの】こう使った120億円

特
別
会
計
決
算
の
概
要

商工費 1億387万円 
商工総務費（職員給与など含む） ・・・・………………2,054万円
商工会小規模事業経営支援事業補助金 ・・………1，864万円
商工会プレミアム商品券発行事業補助金 ……………75万円
その他商工振興に関する経費 ……………………1,003万円
（消費生活グループ活動補助など） 
道の駅「和」・山野草の森・アグリパークわちなどの管理委託料  
 ・……………………………………………………2，947万円
質志鐘乳洞公園管理に関する経費 ………………1,107万円
観光協会運営補助金 ・・……………………………… 600万円
その他観光振興に関する経費 ………………………737万円
（京都府観光連盟など各機関への負担金など）

土木費 10億8,707万円 
土木総務費 ・・………………………………………1億89万円
（職員給与や各建設促進同盟会への負担金など）  
道路台帳整備委託料 ・………………………………197万円
道路の維持管理に関する経費 ……………………5，717万円
（道路修繕、交通安全施設整備、除雪作業など） 
道路改良工事 ・・………………………………1億6，264万円
その他道路改良に関する経費 ……………… 2億7,206万円
（土地購入、測量設計監理など）
河川総務費 ・………………………………………1，125万円
（河川維持管理業務委託、河川修繕工事など）
畑川ダム整備関連事業に関する経費 ………2億1,682万円
都市計画・都市公園整備に関する経費 ……………716万円
下水道事業特別会計への繰出金 ・・…………2億3，568万円
（公共下水道）
住宅改修補助金 ・……………………………………908万円
住宅管理に関する経費 ・…………………………… 727万円
（職員給与や設備保守点検管理など） 

消防費 4億490万円 
京都中部広域消防組合負担金 ・・……………2億4，305万円
消防団の運営、消防施設の維持管理に関する経費
 ・……………………………………………………9，234万円
消火栓設置（2カ所）・………………………………・・ 913万円
消防自動車購入費 ……………………………… 4，597万円
（消防ポンプ自動車1台、小型ポンプ付積載車4台）
その他消防施設などの改修に関する経費 …………174万円
地域防災計画策定に関する経費 ………………… 542万円
防災・災害対策に関する経費 ……………………1,260万円
（防災無線電波負担金など）

教育費 10億3,184万円 
　　　　　　　　　　　　

教育総務費（職員給与や教育委員報酬など） ・・1億5，090万円
育英資金給付事業特別会計への繰出金 ……………132万円
小学校の管理に関する経費 ・…………………… 7，683万円
（職員給与など含む）
小学校の教育振興に関する経費 …………………4，230万円
（教材、通学バス補助金など）  
中学校の管理に関する経費・…………………1億2，115万円
（職員給与など含む）
中学校の教育振興に関する経費 ・・………………5，888万円
（外国語指導助手報酬、教材、通学バス補助金など） 
幼稚園の管理運営に関する経費 ・………………5，887万円
（職員給与など含む）
女性の会活動推進補助金 ………………………… 100万円
町文化協会活動推進補助金 …………………………20万円
伝統芸能等保存活動補助金 …………………………23万円
青少年育成協会への補助金 …………………………50万円
人権啓発推進協議会への補助金 ・…………………100万円
府中部文化芸術祭への負担金 ………………………45万円
その他社会教育総務に関する経費 …………………940万円
（社会教育委員報酬など）  
公民館活動に関する経費 ・・………………………3，293万円
文化財保護に関する経費 ……………………………303万円
体育協会への補助金 ・………………………………400万円
その他社会体育に関する経費 ………………………411万円
（体育指導委員報酬など）
体育施設の維持管理に関する経費 ………………1，261万円
学校給食費（職員給与など含む） ……………4億5,213万円

※1万円未満を四捨五入しているため、合計金額が合わない場合があります。

平成24年度決算について審議する議会の決算特別委員会（役場議場・蒲生）
 

【特集】平成24年度決算

国
民
健
康
保
険
事
業

歳
入
は
十
九
億
五
、七
四
八
万
円
で
、そ

の
う
ち
国
民
健
康
保
険
税
収
入
が
四
億
一
、

三
五
六
万
円（
二
一・一
％
）。歳
出
は
十
九

億
二
六
万
円
で
、主
な
も
の
は
保
険
給
付

費
十
三
億
一
、〇
八
五
万
円
、後
期
高
齢
者

支
援
金
二
億
三
、六
九
七
万
円
、人
間
ド
ッ

ク
助
成
や
特
定
健
康
診
査
な
ど
の
保
健
事

業
費
三
、九
三
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

歳
入
は
二
億
三
三
九
万
円
で
、そ
の
う

ち
保
険
料
収
入
が
一
億
三
、七
二
〇
万
円

（
六
七
・
五
％
）。歳
出
は
二
億
三
九
万
円

で
、後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納

付
金
一
億
九
、五
二
五
万
円
が
全
体
の
九

七
・
四
％
を
占
め
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業

事
業
勘
定
の
歳
入
は
十
九
億
六
、〇
三

〇
万
円
で
、そ
の
う
ち
保
険
料
収
入
が
三

億
四
、四
〇
七
万
円（
十
七
・
五
％
）。歳
出

は
十
九
億
四
、九
九
二
万
円
で
、保
険
給
付

費
が
十
八
億
六
、六
四
〇
万
円
で
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
の
歳
入
は
六
六
八

万
円
で
、歳
出
は
六
六
八
万
円
。歳
出
の
主

な
も
の
は
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
委
託
料
五
六
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

老
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
勘
定
の
歳
入
は

一
億
一
、一
七
四
万
円
で
、歳
出
は
一
億
一
、

一
〇
〇
万
円
。歳
出
の
主
な
も
の
は
、介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
一
、六
八
六
万
円
で

し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の
利
用
者
数
は
、長

期
入
所
が
四
、九
六
七
人（
前
年
度
比
三

九
六
人
の
減
）、短
期
入
所
が
九
九
九
人

（
前
年
度
比
二
〇
八
人
の
増
）で
し
た
。

水
道
事
業

歳
入
は
十
四
億
九
五
六
万
円
で
、そ
の

う
ち
水
道
使
用
料
が
四
億
九
、七
三
二
万

円（
三
五
・
三
％
）。歳
出
は
十
三
億
七
、一

六
一
万
円
で
、丹
波
・
瑞
穂
地
区
統
合
簡
易

水
道
整
備
事
業
が
二
億
一
、九
五
〇
万
円
、

和
知
地
区
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
が
一

億
三
、五
三
一
万
円
で
し
た
。

下
水
道
事
業

歳
入
は
九
億
一
、八
七
四
万
円
で
、歳
出

は
九
億
一
、八
一
七
万
円
。歳
出
の
主
な
も

の
は
、農
業
集
落
排
水
費
が
一
億
三
二
三

万
円
、公
共
下
水
道
費
が
九
、五
九
九
万

円
、浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
施
設
費
が

一
億
二
六
五
万
円
で
し
た
。

土
地
取
得

歳
入
歳
出
共
に
二
三
万
円
。財
産
運
用

収
入
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ま
し
た
。

育
英
資
金
給
付
事
業

歳
入
歳
出
共
に
二
六
八
万
円
。歳
出
の
主

な
も
の
は
、大
学
生
十
一
人
に
一
九
八
万

円
、専
門
学
校
生
一
人
に
十
八
万
円
、高
校

生
十
人
に
四
八
万
円
の
奨
学
金
を
支
出
し

ま
し
た
。

町
営
バ
ス
運
行
事
業

歳
入
は
九
、二
二
一
万
円
で
、そ
の
う
ち

運
賃
収
入
な
ど
の
事
業
収
入
は
三
、〇
五

二
万
円（
三
三
・一
％
）。歳
出
は
九
、一
八
七

万
円
で
、運
行
事
業
費
に
八
、七
〇
六
万
円

を
支
出
し
ま
し
た
。

国
保
京
丹
波
町
病
院

収
益
的
収
支（
消
費
税
抜
き
）は
、収
入

額
が
九
億
三
、五
二
一
万
円
、支
出
額
が

八
億
九
、六
五
五
万
円
で
、収
支
差
引
三
、

八
六
六
万
円
の
利
益
。こ
の
う
ち
、経
常

収
支
は
三
、一
八
八
万
円
の
利
益
と
な
り

ま
し
た
。

医
業
収
益
は
六
億
五
、七
三
七
万
円
と

な
り
、医
業
費
用
と
し
て
の
支
出
は
八
億

六
、八
八
六
万
円
で
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
入
院
患
者
数
は
一

万
一
、九
二
八
人
、外
来
患
者
数
は
京
丹
波

町
病
院
三
万
四
、八
一
八
人
、和
知
診
療
所

一
万
四
、三
八
六
人
、和
知
歯
科
診
療
所

六
、八
四
四
人
で
し
た（
い
ず
れ
も
延
べ
人

数
）。

■会計別歳出決算額
 会計名 本年度
一般会計 120億3,561万円
特別会計・企業会計 76億3,006万円
国民健康保険事業（事業勘定） 19億26万円
後期高齢者医療 2億39万円
介護保険事業（事業勘定） 19億4,992万円
介護保険事業（サービス事業勘定） 668万円
介護保険事業（老健施設サービス勘定） 1億1,100万円
水道事業 13億7,161万円
下水道事業 9億1,817万円
土地取得 23万円
育英資金給付事業 268万円
町営バス運行事業 9,187万円
国保京丹波町病院事業 10億7,725万円
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地
方
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
健
全
化
判

断
比
率
」に
よ
る
四
つ
の
財
政
指
標
と
、「
資

金
不
足
比
率
」に
よ
り
、地
方
公
共
団
体
の

財
政
状
況
を
判
断
し
ま
す
。二
十
四
年
度

決
算
に
基
づ
く
各
比
率
は
次
の
と
お
り
で

す
。こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
対
策
の
効
果

は
着
実
に
現
れ
て
お
り
、昨
年
度
に
続
き

改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
各
指
標
に
算
定

さ
れ
る
会
計
は「
表
１
」参
照
）

実
質
赤
字
比
率　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
額
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は
収
支
赤
字

が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計（
財
産
区
会
計
除
く
）の
赤
字
額

が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町

は
収
支
赤
字
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

実
質
公
債
費
比
率　
　
　

　
　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
公
債
費

（
借
入
金
）が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
。算
定
結
果
は
一
四
・
四
％
で
、昨
年
度

よ
り
〇
・
九
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る

割
合
。算
定
結
果
は
一
三
三
・
五
％
で
、昨

年
度
よ
り
一
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま

し
た
。

資
金
不
足
比
率　
　
　
　

　
　
　
　

資
金
不
足
額
が
公
営
企
業
の
行
う
事
業

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
で
は
、国
保
京

丹
波
町
病
院
・
水
道
・
下
水
道
事
業
の
三
会

計
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、各
会
計
で
資

金
不
足
額
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

【
標
準
財
政
規
模
】町
が
一
年
間
に
自
由
に
使
え
る
財
源

（
お
金
）の
標
準
的
な
規
模
。本
町
は
二
十
四
年
度
決
算
で

七
十
三
億
五
、九
四
三
万
円
で
し
た
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る
と
、自

主
的
な
改
善
努
力
を
行
う
た
め
の
早
期
健
全
化
計
画
策

定
や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

【
財
政
再
生
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る
と
、国
な

ど
が
関
与
し
て
再
生
が
行
わ
れ
る
た
め
、町
独
自
施
策
の

展
開
が
で
き
な
く
な
る
と
と
も
に
、財
政
再
生
計
画
策
定

や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

用
語
解
説

京丹波町の比率算定結果
［1］健全化判断比率

［2］資金不足比率　　

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

算 定 結 果

23 年 度

22 年 度

早期健全化基準

財政再生基準

算 定 結 果

経営健全化基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

参　

考

─

─

─

13.93

20.00

病院事業

─

水道事業

─

20.00

下水道事業

─

14.4

15.3

17.0

25.0

35.0

133.5

143.7

154.8

350.0

（単位：％）

（単位：％）

財政再生基準 20.00 35.0

算 定 結 果 ─ ─ ─

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

（表1）4つの財政指標の対象となる会計の範囲

●一般会計
●公営事業会計以外の特
別会計（土地取得、育英
資金、町営バス）

普通会計

●水道事業特別会計
●下水道事業特別会計
●国保京丹波町病院事業
会計

公営企業会計

●船井郡衛生管理組合など

一部事務組合

土地開発公社、第3セクター

●国民健康保険事業特別
会計
●後期高齢者医療特別会計
●介護保険事業特別会計

公営事業会計

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実質赤字
比率

資金不足
比率

【特集】平成24年度決算

─

─

─

18.93

30.00

二
十
四
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

和
知
診
療
所
で
は
、訪
問
診
察
を
水
曜
日
の
午
後

に
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、訪
問
看
護
に
つ
き
ま
し
て

も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
８
4
―
1
1
1
2

和
知
診
療
所
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院・診
療
所
の
医
師
や
専
門

職
員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
、国
保
京
丹
波
町
病
院
和
知
診
療
所

の
看
護
師
長　

石
田
由
美
子
さ
ん
。秋
の
夜
長
に
心
地

よ
い
睡
眠
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
お
話
で
す
。

秋
分
を
過
ぎ
る
と
、日
は
短
く
な
り
、夜
が
長
く
な
り
ま
す
。

昔
の
人
は
そ
れ
を
”秋
の
夜
長
“と
い
っ
て
、風
流
に
楽
し
ん
で

い
た
よ
う
で
す
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
現
代
の
日
本
人
は「
眠

れ
ぬ
長
い
夜
」に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、「
ぐ
っ
す
り
眠
る
12
の
指
針
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ぐ
っ
す
り
眠
る
12
の
指
針

❶
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、

日
中
の
眠
気
で
困
ら
な
け
れ
ば
十
分

日
中
し
っ
か
り
覚
醒
し
て
過
ご
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、睡
眠

時
間
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❷
刺
激
物
を
避
け
、眠
る
前
に
は
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

就
床
前
四
時
間
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
、就
床
前
一
時
間
の

喫
煙
は
避
け
、床
に
就
く
前
の「
音
楽
」「
ぬ
る
め
の
入
浴
」

な
ど
、自
分
に
あ
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

❸
眠
く
な
っ
て
か
ら
床
に
就
く
、

就
寝
時
間
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
な
い

眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
、眠
気
を
妨
げ
ま
す
。

❹
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床

❺
光
の
利
用
で
よ
い
睡
眠

起
床
後
太
陽
の
光
を
浴
び
、体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

る
と
、約
十
五
〜
十
六
時
間
後
に
眠
気
が
出
現
し
ま
す
。

ま
た
、過
度
に
明
る
い
夜
間
の
室
内
照
明
は
体
内
時
計
の

リ
ズ
ム
を
遅
ら
せ
、自
然
な
入
眠
時
刻
が
遅
れ
ま
す
。

❻
規
則
正
し
い
三
度
の
食
事
、規
則
正
し
い
運
動
習
慣

❼
昼
寝
を
す
る
な
ら
、十
五
時
前
の
二
十
〜
三
十
分

❽
眠
り
が
浅
い
と
き
は
、む
し
ろ
積
極
的
に
遅
寝・早
起
き
に

❾
睡
眠
中
の
激
し
い
イ
ビ
キ・呼
吸
停
止
や

足
の
ピ
ク
つ
き
、ム
ズ
ム
ズ
感
は
要
注
意

背
景
に
専
門
治
療
が
必
要
な
睡
眠
の
病
気
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

10
十
分
眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
が
強
い
と
き
は
専
門
医
に

長
時
間
眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
で
生
活
に
支
障
が
あ
れ

ば
、専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

11
睡
眠
薬
代
わ
り
の
寝
酒
は
不
眠
の
も
と

12
睡
眠
薬
は
医
師
の
指
示
で
正
し
く
使
え
ば
安
心

読
ん
で
い
る
う
ち
に
眠
く
な
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

で
は
、「
秋
の
夜
長
」を
有
意
義
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

看護師長

石田  由美子  さん（和知診療所）
いし だ ゆ み こ

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術 第74回

『秋の夜長の睡眠について』
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大会で発表
する生徒ら（

神戸夙川学
院大学・神戸

市）

須知高校生

「
健
康
」と「
観
光
」の
融
合

今
回
観
光
甲
子
園
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
の
は
、

今
川
瑞
沙
姫
さ
ん
ら
二
年
生
六
人
の
グ
ル
ー
プ
。高
校
卒

業
後
の
進
路
を
考
え
る
上
で
知
っ
た
、本
町
を
含
む
京
都

丹
波
地
域
が
生
ん
だ
医
学
博
士｢

丹
波
康
頼｣

に
注
目
し

た
プ
ラ
ン
を
考
え
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、康
頼
が
記
し
た
医
学
書「
医
心
方
」に

あ
る“

食
養”

と
い
う
考
え
方
を
も
と
に
、人
間
ド
ッ
ク
と
京

都
丹
波
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
も
の
。生
徒
ら
は
、

人
間
ド
ッ
ク
に
よ
る
病
気
の
早
期
発
見
に
よ
る「
健
康
維

持
」と
と
も
に
、地
域
の
食
と
そ
れ
を
生
み
出
す
豊
か
な
自

然
を
活
用
し
た
運
動
に
よ
る「
健
康
増
進
」を
プ
ラ
ン
に
盛

り
込
み
ま
し
た
。

今
回
、準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
生
徒
ら
は
、「
準
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ
と
は
う
れ
し
か
っ
た
け
ど
、グ
ラ

ン
プ
リ
を
と
れ
な
か
っ
た
の
は
や
っ
ぱ
り
く
や
し
い
で
す
」

と
、グ
ラ
ン
プ
リ
を
逃
し
た
悔
し
さ
を
見
せ
な
が
ら
も
、自

分
た
ち
が
地
域
の
資
源
を
調
べ
、練
り
上
げ
た
プ
ラ
ン
に
よ

る
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

新
た
な
視
点
の
提
案
に
驚
く

観
光
甲
子
園
準
グ
ラ
ン
プ
リ
。こ
の
受
賞
を
受
け
、八
月

二
十
七
日
、須
知
高
校
に
お
い
て
、京
・
来
て
観
て
丹
波
の

会（
寺
井
昌
夫
会
長
）が
受
賞
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
会
の
会
員
を
は
じ
め
、学
校
お
よ
び
町
内
各
種
団
体
の

関
係
者
ら
が
参
加
し
た
報
告
会
で
は
、生
徒
ら
が
、大
会
同

様
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
プ
ラ
ン
を
映
し
な
が
ら
、寸
劇
を
交
え

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。

「
大
会
で
は
、緊
張
し
て
早
口
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
、わ
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
話
し
ま
し
た
」と

大
会
を
振
り
返
っ
て
話
す
よ
う
に
、生
徒
ら
は
、こ
の
報
告

会
で
も
、自
分
た
ち
が
作
り
上
げ
た
プ
ラ
ン
を
参
加
者
に

伝
え
て
い
ま
し
た
。

京
・
来
て
観
て
丹
波
の
会
の
亀
岡
市
の
会
員
か
ら
は「
丹

波
康
頼
は
、亀
岡
市
の
歴
史
上
の
人
物
。と
り
あ
げ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」と
、プ
ラ
ン
作
成
の
原

点
と
な
っ
た
丹
波
康
頼
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
点
に
感
心

し
、ま
た
他
の
参
加
者
か
ら
も「
こ
う
い
う
発
想
も
あ
る
の

か
と
思
っ
た
。私
た
ち
も
さ
ら
に
京
都
丹
波
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」と
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
に
尽
く
す
考
え
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

京都丹波から発信する健康増進の旅
～平安時代の医学博士、丹波康頼のすすめ～
須知高校生徒により提案された地域の食と観光スポットを活用した観光プラン。
プランの概要をご紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　　容

明治国際医療大学附属病院

▲

スプリングスひよしレストラン桂川

▲

大学附属病院

▲

鋤山神社

▲

湯の花温泉
●人間ドック1日コース ●昼食（薬膳ラーメン） ●総合診断 ●健康祈願　

●午前中は一般的な健診   ●栄養相談

  ●鍼灸治療

体を動かして健康の増進を図る（3コース）※この3コースのうち1コースを選択する。

①半国山ハイキングコース（12km）
②運動公園探訪コース
　（グラウンドゴルフ、テニス、自然散策）　　グリーンランドみずほ
　●丹波自然運動公園   ●夕食
 　（森林浴レストランでバーベキュー）

　●瑞穂総合運動公園   ●宿泊（コテージ）

③ゴルフ満喫コース
　（京都丹波のゴルフ場）

京都丹波でのそば打ち体験

グリーンランドみずほ 瑞穂そば体験道場 帰宅
●グリーンランドみずほ周辺での ●そば打ち体験 ●自宅に帰ったあとも

　山菜採り ●昼食（そばや山菜の天ぷら） 　健康を意識することが大切

 ●手打ちそばをお土産に

行程

１
日
目

２
日
目

３
日
目

観光甲子園で
準グランプリ受賞
観光甲子園で
準グランプリ受賞

観光甲子園で
準グランプリを
受賞した皆さん

今川瑞沙姫さん

今西翼さん

上西結花さん

榎川英揮さん

上林拓未さん

山本竜之介さん

「新

　8月25日に神戸市の神戸夙川学院大学で開催された「第五回観光甲子園」。
この大会で、本町にある須知高校普通科の生徒有志によるグループが見事準グランプリ（神戸市長賞）
を受賞しました。
　生徒らが考え、見事に作り上げたプランと生徒らの声をお届けします。

生徒たちの
提案

て
ら   

い     

ま
さ    

お

た
ん   

ば      

や
す 

よ
り

いま がわ     み     さ    き

いま  にし つばさ

うえ   にし  ゆう   か

え   がわ  ひで   き

かんばやしたく    み

やま  もと  りゅう  の   すけ
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交流広場交流広場交流広場

上屋上屋上屋

軒下コンコース軒下コンコース軒下コンコース ウエルカミングゲートウエルカミングゲートウエルカミングゲート

加工施設加工施設加工施設 フードコートフードコートフードコート

京丹波ステーション京丹波ステーション京丹波ステーション

レストランレストランレストランミーティングルームミーティングルームミーティングルーム

京丹波マルシェ京丹波マルシェ京丹波マルシェ

京丹波の新たな玄関口へ
（仮称）ハイウェイテラス・
京たんば整備事業

平成26年度の開通を目指し、現在、町内各地で工事が進められる京都縦貫自動車道丹波綾部道路。
本町では、同自動車道に建設される丹波パーキングエリア（仮称）と一体的な地域振興拠点施設として
“（仮称）ハイウェイテラス・京たんば”の整備を進めています。
地域の新たな玄関口となる同施設の概要についてご紹介します。

平
成
二
十
七
年
四
月
の

運
営
開
始
を
予
定

（
仮
称
）ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
ラ
ス
・
京
た
ん
ば
。今

年
六
月
に
は
、昨
年
度
公
募
に
よ
り
決
定
し
た

サ
ン
ダ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
と
、設
計
・
建
設
・
運

営
・
維
持
管
理
の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
町
で
は
、こ
の
施
設
を「
ふ
る
さ
と
の
原
風

景
」の
よ
う
な
懐
か
し
さ
と
、新
し
さ
を
融
合
し

た
本
町
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
施
設
を
通
じ
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
施
設
を
利
用
す
る
道
路
通

行
者
の
方
々
と
の
交
流
が
進
み
、町
の
魅
力
を

発
信
し
、京
丹
波
町
内
の
様
々
な
場
所
を
つ
な

ぐ
中
継
地
と
す
る
予
定
で
す
。

町
民
と
共
に
愛
さ
れ
る
施
設
を

目
指
し
て

（
仮
称
）ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
ラ
ス
・
京
た
ん
ば
の
設

計
・
運
営
に
つ
い
て
は
、町
、事
業
者
、住
民
の
皆

さ
ん
が
、共
に
考
え
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
、現

在
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

八
月
三
日
の
一
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

出
た
意
見
を
受
け
、十
一
月
に
第
二
回
、平
成

二
十
六
年
二
月
に
は
、検
討
内
容
を
発
表
す
る

報
告
会
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

町
内
企
業
中
心
の
グ
ル
ー
プ
が

運
営

今
回
の
事
業
実
施
に
あ
た
る
サ
ン
ダ
イ
コ
ー

グ
ル
ー
プ
が
設
立
し
た
特
別
目
的
会
社「
Ｒ
Ｏ

Ｏ
Ｆ 

G
A
T
E
株
式
会
社
」は
次
の
企
業
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、施
設
の
維
持
管
理
、運
営
を

行
い
ま
す
。（
順
不
同
）

●
代
表
企
業

サ
ン
ダ
イ
コ
ー
株
式
会
社（
京
丹
波
町
）

●
構
成
企
業

株
式
会
社
高
松
伸
建
築
設
計
事
務
所（
京
都
市
）

吉
村
建
設
工
業
株
式
会
社（
京
都
市
）

株
式
会
社
村
井
建
設（
京
都
市
）

近
代
ビ
ル
管
理
株
式
会
社（
京
田
辺
市
）

●
協
力
企
業

溝
口
建
設
株
式
会
社（
京
丹
波
町
）

●
契
約
の
有
効
期
間

平
成
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日

（仮称）ハイウェイテラス・京たんばの概要
　　　　　  機能

特産物販売施設 約700㎡

飲食施設 約400㎡

情報発信施設 約300㎡

加工施設 約100㎡

ミーティングルーム（40人規模）

トイレ 約100㎡

事務室、倉庫、機械室など

防災拠点、イベントの開催

府道からのアクセス用

　　　　  規模

・延床面積約3,500㎡

・鉄骨単純ラーメン構造、

  グリッドシステム構造

・平屋建て、耐震構造

延床面積約600㎡

約2,500㎡（上屋含む）

大型4台、乗用車52台

　　施設

地域振興施設

上屋

交流広場

駐車場

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る（
仮
称
）ハ
イ
ウ
ェ
イ

テ
ラ
ス
・
京
た
ん
ば
。現
時
点
で
予
定
さ
れ
て
い

る
施
設
に
つ
い
て
、イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

マザールーフは、古民家の大きな屋根をイメージしており、訪れ
た全ての人々を優しく包み込んでくれます。
交流施設の上屋は、イベントの開催や災害時などには救援物資

などの集積場所としても活用します。

一般道側と縦
貫道側の往来を
促進するために、
施設を縦断する

ウエルカミングゲートを設けます。
町の木「イチョウ」や「クリ」などを植樹して、
町の核となる施設であることをアピールします。

「（
仮
称
）ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
ラ
ス・
京
た
ん
ば
」は
こ
ん
な
施
設
で
す

「（
仮
称
）ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
ラ
ス・
京
た
ん
ば
」は
こ
ん
な
施
設
で
す

「（
仮
称
）ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
ラ
ス・
京
た
ん
ば
」は
こ
ん
な
施
設
で
す

（ （

大きな屋根
（マザールーフ）

本町の食の魅力が集まる大市場「京丹波マルシェ」。町内の農産
物や加工品などが勢ぞろいします。
出荷者自身が、消費者とおすすめの調理・保存方法などで気軽に
交流できるスペースとなります。

京丹波マルシェ

大きな門
（ウエルカミングゲート）

ル
ー

フ

ゲ

ー

ト
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九
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
に
か
け

て
、近
畿
地
方
に
最
接
近
し
た
台
風
18

号
。本
町
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

直
近
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

初
の
特
別
警
報
が
発
令　

台
風
は
、夜
間
を
中
心
に
本
町
に
最
接
近
し

ま
し
た
。九
月
十
五
日
午
後
九
時
五
十
一
分
に

は
、町
内
に
大
雨（
土
砂
災
害
）警
報
が
発
令
さ

れ
、町
で
は
、警
報
発
令
と
同
時
に
京
丹
波
町

役
場
内
に
災
害
警
戒
本
部（
本
部
長
・
寺
尾
豊

爾
町
長
）を
設
置
し
ま
し
た
。

日
が
変
わ
っ
た
十
六
日
午
前
〇
時
か
ら
午
前

一
時
に
は
、町
内
で
最
大
の
雨
量
を
観
測
。役
場

内
の
警
戒
本
部
は
午
前
〇
時
十
分
に
災
害
対

策
本
部
に
移
行
。消
防
団
も
出
動
し
、家
屋
へ
の

浸
水
や
、水
路
な
ど
の
氾
濫
に
対
応
し
ま
し
た
。

十
六
日
午
前
五
時
五
分
、本
町
を
含
む
京
都

府
、滋
賀
県
、福
井
県
に
対
し
、八
月
三
十
日
の

運
用
開
始
以
降
初
め
て
の「
特
別
警
報
」が
発

令
。夜
明
け
と
と
も
に
、そ
の
被
害
の
甚
大
さ
が

明
る
み
に
な
り
ま
し
た
。

本
町
の
被
害
状
況

（
掲
載
被
害
に
関
す
る
数
値
は
、九
月
二

十
七
日
現
在
に
本
町
が
把
握
し
て
い
る
も

の
で
す
）

  

住
民
避
難

●
自
主
避
難　

四
十
世
帯
九
十
八
四
人

●
避
難
勧
告　

三
十
八
世
帯
八
十
人

  

家
屋
な
ど
の
被
害

●
床
上
浸
水　

十
六
件

●
床
下
浸
水　

五
十
一
件

●
一
部
損
壊　

二
件

  

道
路
の
被
害

●
町
道　

十
七
件

●
林
道　

百
五
十
八
件

  

河
川
の
被
害

●
護
岸
崩
壊
な
ど　

四
十
六
件

●
橋
り
ょ
う　

一
件

  

農
業
関
係
の
被
害

●
農
地　

六
十
二
件

●
酪
農
関
係　

三
件

  

公
共
施
設

●
床
上
浸
水　

二
件

雨
量
、二
十
三
号
台
風
を
超
え
る

和
知
地
区
の
由
良
川
沿
い
で
は
、一
階
部
分

が
ほ
ぼ
水
に
つ
か
っ
た
家
も
あ
っ
た
今
回
の
台

風
十
八
号
災
害
。被
害
状
況
か
ら
、平
成
十
六

年
の
台
風
二
十
三
号
で
の
被
害
を
思
い
起
こ
し

た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
台
風
で
は
、被
害
状
況
か
ら
河
川
の

氾
濫
な
ど
の「
水
害
」が
目
立
ち
ま
す
。台
風
通

過
に
よ
る
降
り
始
め
か
ら
降
り
終
わ
り
ま
で
の

雨
量
は
、町
内
で
最
も
多
い
和
知
地
区（
細
谷
）

で
三
百
十
二
ミ
リ（
京
都
府
発
表
）。二
十
三
号

台
風
の
際
の
総
雨
量
が
二
百
十
ミ
リ（
町
情
報

セ
ン
タ
ー
の
和
田
観
測
局
）で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
も
、台
風
通
過
中
に
多
量
の
雨
が
降
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

農
作
物
に
も
大
き
な
被
害

こ
の
台
風
に
お
け
る
農
作
物
に
関
す
る
被
害

総
額
は
約
五
百
九
十
万
円
。農
家
の
皆
さ
ん
が
、

手
塩
に
か
け
て
育
て
、収
穫
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
作
物
に
容
赦
な
く
襲
い
か
か
り
ま
し
た
。

実
り
の
秋
真
っ
最
中
の
京
丹
波
町
。幸
い
に

も
被
害
を
免
れ
た
作
物
は
、私
た
ち
に
少
し

寂
し
い
秋
の
恵
み
を
届
け
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

これまで、大雨や津波などによる重大な災害が起こ

るおそれがある時に、警報を発表して警戒を呼びかけ

ていました。8月30日からは、これに加え、警報の発表基

準をはるかに超える豪雨や大津波などが予想され、重

大な災害の危険性が著しく高まっている場合、新たに

「特別警報」を発表して、最大限の警戒を呼びかけるこ

ととなりました。

特別警報が出た場合、その地域は数十年に一度しか

ないような非常に危険な状況にあります。周囲の状況

や町などがお知らせする避難指示・避難勧告などの情

報に留意し、ただちに命を守るための行動をとってくだ

さい。

由良川の水位が上がり、道路などが冠水した中区（左）。右は台風通過後。

特別警報とは

護岸が削られた竹野川（高岡）

護岸が崩れ、濁流に押し倒された農作物（質志）

路肩が崩れた府道上野水原線。被害拡大を防ぐために、崩落箇所はシートで覆われた（質美）

台風18号
災害

町内 に大きな爪あとを残す町内 に大きな爪あとを残す町内 に大きな爪あとを残す

じ

て
ら    

お   

と
よ
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【シリーズ】

健康生活のススメ
第6回「健康な歯は元気の源」

※

 

 

今
回
は
、平
成
24
年
度
に
京
丹
波
町
健

康
プ
ラ
ン
21
の
中
間
評
価
と
し
て
実
施
し

ま
し
た「
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
を
も

と
に
、「
歯
の
健
康
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

※
京
丹
波
町
健
康
プ
ラ
ン
21
＝
平
成
22
年
3
月
に

策
定
し
た
町
の
健
康
増
進
計
画
。乳
幼
児
期
か

ら
高
齢
期
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
課
題
の
解

決
お
よ
び
健
康
増
進
に
向
け
た
目
標
を
定
め
て

い
ま
す
。

歯
磨
き
、い
つ
し
て
い
ま
す
か

歯
の
健
康
に
つ
い
て
、日
常
の
中
で
考
え
る
こ

と
は
少
な
く
、歯
が
痛
く
な
っ
た
り
、調
子
が
悪

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、改
め
て
歯
の
大
切
さ

に
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

今
回
、京
丹
波
町
健
康
プ
ラ
ン
21
の
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、生
活
習
慣
の
ひ
と
つ
と
し
て
の

「
歯
磨
き
」に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
そ
の
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ま
ず
五
歳
児
以
下
の
乳
幼
児
に
お
聞
き
し

ま
し
た「
仕
上
げ
磨
き
を
す
る
と
き
」の
問
い
に

対
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。結
果
は
、「
夜
寝
る
前

に
す
る
」と
回
答
さ
れ
た
方
が
最
も
多
く
、一
歳

六
カ
月
児
で
六
一・
五
％
、三
歳
児
で
六
三
・

六
％
で
し
た
。乳
幼
児
期
は
、夜
に
歯
磨
き
を

す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
小
学
生
で
は
、「
歯
磨
き
を
す
る
と
き
」

の
問
い
に
対
し
て「
朝
食
後
に
す
る
」と
回
答
さ

れ
た
方
が
八
四
・一
％
、「
夜
寝
る
前
に
す
る
」と

回
答
さ
れ
た
方
が
七
三
・
四
％
で
し
た
。中
学

生
で
は「
歯
磨
き
を
す
る
と
き
」の
問
い
に
対
し

て「
朝
食
後
に
す
る
」と
回
答
さ
れ
た
方
が
八

二
・
〇
％
、「
夜
寝
る
前
に
す
る
」と
回
答
さ
れ
た

方
が
六
四
・
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。「
夜
寝
る
前

に
す
る
」割
合
が
小
学
生
に
比
べ
中
学
生
の
方

が
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
成
人
で
す
が
、「
一
日
の
歯
磨
き
回

数
」と
、「
歯
磨
き
を
す
る
と
き
」に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。

「
回
数
」は
、男
性
で
一
日
一
回
、女
性
で
一
日

二
回
が
最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
表

３
）ま

た
、「
時
間
帯
」に
つ
い
て
は
、一
日
一
回
の
場

合
は
、朝
歯
磨
き
を
す
る
方
が
全
体
の
約
七

〇
％
、一
日
二
回
の
場
合
は
、朝
と
就
寝
前
の
歯

磨
き
を
す
る
方
が
大
半
で
し
た
。（
表
４
）

む
し
歯
、歯
周
病
に
つ
い
て

歯
の
病
気
で
多
い
の
が「
む
し
歯
」と「
歯
周

病
」で
す
。

む
し
歯
は
、口
の
中
の
細
菌
が
引
き
起
こ
す

病
気
で
、ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
が
主
な
原
因
菌（
む

し
歯
菌
）で
す
。こ
の
む
し
歯
菌
が
、食
べ
物
の
中

の
砂
糖
を
栄
養
に
、歯
の
表
面
に
ネ
バ
ネ
バ
し

た
物
質
を
つ
く
り
ま
す
。そ
の
ネ
バ
ネ
バ
し
た

物
質
の
中
に
む
し
歯
菌
や
他
の
細
菌
が
す
み
つ

き
、増
え
て
い
き
ま
す
。こ
れ
が
歯
垢（
プ
ラ
ー

ク
）と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。そ
し
て
、プ
ラ
ー
ク

の
中
の
む
し
歯
菌
は
、食
べ
物
の
中
の
糖
質
を

材
料
に
酸
を
つ
く
り
、次
第
に
エ
ナ
メ
ル
質
を

溶
か
し
む
し
歯
に
な
り
ま
す
。

次
に
歯
周
病
で
す
が
、プ
ラ
ー
ク
の
中
の
歯

周
病
菌
や
歯
石
が
原
因
で
、歯
肉
に
炎
症（
腫

れ
、出
血
）が
起
こ
る
病
気
で
す
。進
行
す
る
と

歯
を
支
え
て
い
る
骨
が
や
せ
て
く
る
も
の
で
、歯

が
異
常
に
動
い
た
り
、放
置
す
る
と
抜
け
落
ち

た
り
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。こ
れ
ら
を
予

防
す
る
た
め
に
歯
磨
き
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

歯
磨
き
は

い
つ
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

朝
起
き
た
時
に
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
し
て
い

た
り
、気
持
ち
悪
か
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。起
床

時
の
口
の
中
は
、ば
い
菌
や
雑
菌
が
特
に
増
加

し
た
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
、む
し
歯

や
口
臭
、歯
周
病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、夜
寝
て
い
る
間
は
唾
液
が
減
少
す
る

た
め
、唾
液
に
よ
る
殺
菌
力
が
弱
ま
り
、む
し
歯

菌
や
歯
周
病
菌
が
活
動
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、朝
、昼
、夜
の
三

回
の
歯
磨
き
が
理
想
的
で
す
が
、一
日
三
回
の

歯
磨
き
が
難
し
い
場
合
は
、朝
食
前
か
後
と
寝

る
前
の
歯
磨
き
が
効
果
的
で
す
。

子
ど
も
の
歯
磨
き
事
故
に

気
を
つ
け
て
！

虫
歯
予
防
の
た
め
、歯
磨
き
は
大
切
な
生
活

習
慣
の
一つ
で
す
。乳
幼
児
期
か
ら
歯
ブ
ラ
シ
に

慣
れ
る
た
め
に
歯
磨
き
を
始
め
ま
す
が
、一
方

で
子
ど
も
が
歯
磨
き
中
に
歯
ブ
ラ
シ
を
く
わ
え

た
ま
ま
転
倒
し
、口
腔
内
に
歯
ブ
ラ
シ
が
突
き

刺
さ
る
な
ど
の
事
故
も
増
え
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
は
、立
っ
て
歩
き
ま
わ
る

よ
う
に
な
る
一
歳
く
ら
い
か
ら
、行
動
が
活
発

に
な
る
三
歳
前
後
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。就
学

前
の
子
ど
も
が
歯
磨
き
を
す
る
時
は
、子
ど
も

を
椅
子
に
座
ら
せ
る
か
、親
が
抱
え
た
状
態
で

歯
磨
き
を
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
、決
し
て
保
護

者
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
歯
ブ
ラ
シ
を
持

た
せ
て
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

歯
科
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

本
町
で
は
、乳
幼
児
期
か
ら
歯
科
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、成
人
歯
科
健
診
に
つ
い

て
は
、京
丹
波
町
内
と
南
丹
市
内
の
医
療
機
関

で
十
二
月
末
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

歯
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
、ま
た
、む
し
歯
や

歯
周
病
の
早
期
発
見
の
た
め
に
も
、ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

め
ざ
せ
八
〇
二
〇
！

「
八
〇
二
〇
運
動
」と
は「
八
十
歳
に
な
っ
て

も
二
十
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」と
い
う

運
動
で
す
。

楽
し
く
充
実
し
た
食
生
活
を
送
り
続
け
る

た
め
に
は
、乳
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
す
べ

て
の
年
代
で
、で
き
る
だ
け
健
康
な
歯
を
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。今
あ
る
自
分
の
歯
を
大
切

に
し
て
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

表1表2

表3

表4

ハ
チ    

マ
ル    

ニ
ー   

マ
ル
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康
長
寿
を
祝
う

健■
敬
老
祝
賀
訪
問

　

本
年
度
町
内
で
百
歳
を
迎
え
ら
れ

る
方
を
祝
う「
敬
老
祝
賀
訪
問
」を
、

九
月
二
十
日
に
実
施
。寺
尾
豊
爾
町

長
と
南
丹
広
域
振
興
局
の
杉
山
英
樹

副
局
長
が
、自
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る

四
人
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、杉
山
副
局
長
が
、京
都

府
知
事
か
ら
の
祝
い
状
と
記
念
品
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
と
銀

杯
を
手
渡
し
た
後
、寺
尾
町
長
が
祝

い
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

祝
い
状
な
ど
を
受
け
取
っ
た
皆
さ

ん
は
、全
員
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
喜

び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、施
設
に
入
所
中
の
二
人
に
つ

い
て
は
、各
施
設
の
敬
老
行
事
な
ど
で

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

  

百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

（
敬
称
略
。五
十
音
順
） 　

菅
原
ハ
ル
子 
（
富
田
）

滝
本　

き
ぬ 
（
実
勢
）

谷
山　

康
雄 
（
安
井
）

西
田
は
る
ゑ 
（
曽
根
）

山
内　

誠
一 
（
三
ノ
宮
）

山
西　

正
治 
（
下
山
）

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
守
る
み
ん
な
の
交
流
会

　

和
知
北
部
地
域
の
住
民
に
よ
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
草
引
き
と
食
事
な
ど
で

住
民
の
交
流
を
深
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
守
る
み
ん
な
の
交
流
会
が
八
月
三

十
一
日
、和
知
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、地
域
住
民
の
交
流

と
、毎
年
十
月
に
開
催
す
る
後
宴
体

育
大
会
に
向
け
て
北
部
振
興
会
が
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
。約
百
人
の
参
加

者
は
、持
参
し
た
鎌
な
ど
で
草
引
き

を
行
い
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
の
草
引
き
後
、参
加
者
ら

は
、同
会
が
用
意
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

と
焼
き
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
、交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

降
雨
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

共
同
作
業
で
交
流

■
丹
波
自
然
運
動
公
園
de

　

と
き
め
き
ツ
ア
ー

　

本
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
男
女
の
出
会

い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
丹
波
自
然
運
動

公
園　

と
き
め
き
ツ
ア
ー
が
九
月
二

十
三
日
、丹
波
自
然
運
動
公
園
で
開

催
。四
十
人
の
男
女
が
新
た
な
出
会

い
と
町
の
魅
力
を
体
験
す
る
た
め
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、摘
み
菜
を
伝
え
る
会

の
斉
藤
喜
代
子
さ
ん
と
社
ひ
と
み
さ

ん
ら
の
指
導
の
も
と
野
草
の
採
取
と

公
園
周
辺
を
散
策
。刈
り
取
り
間
近

の
あ
っ
ぱ
れ
た
ん
ぼ
の
見
学
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
る
頃
に
は
、昼
食

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
親
し
く

な
っ
た
男
女
が
連
絡
先
な
ど
を
記
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
交
換
し
て

い
ま
し
た
。

自
然
に
囲
ま
れ
新
た
な
出
会
い

■
き
ら
り
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

　

団
塊
世
代
の
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）に
つ
い

て
考
え
る
、き
ら
り
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
が

九
月
十
四
日
、山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

み
ず
ほ
で
開
催
。町
民
約
六
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
町
き
ら
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会（
横
山
美
弥
子
会
長
）

や
町
な
ど
が
主
催
。団
塊
世
代
と
い

わ
れ
る
世
代
の
人
た
ち
が
、高
齢
世

帯
、単
身
世
帯
が
増
加
す
る
現
在
の

地
域
社
会
で
、共
に
支
え
あ
い
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ

と
な
ど
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、町
内
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
サ
ロ
ン
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
参
加
な
ど
、身
の
回
り
で
気

軽
に
参
加
で
き
る
活
動
な
ど
を
出
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、立

命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
の
津
止
正

敏
教
授
が
”「
支
え
あ
う
社
会
」〜
思

い
や
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜
“と
題
し

て
講
演
。生
後
十
カ
月
の
乳
児
に
も

他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
、「
地
域
社
会
も
支
え
あ

い
助
け
合
う
た
め
に
、人
間
の
心
の
奥

に
あ
る
も
の
を
起
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
」と
、助
け
合
う
こ
と
が
人

間
性
そ
の
も
の
で
あ
る
と
参
加
者
に

語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

共
助
の
地
域
社
会
へ

義援金などの受付状況
東日本大震災への支援と

して取り組んでいる「義援金」
と、友好町・福島県双葉町へ
の「復興支援募金」の受付状
況をお知らせします。

  受付金額
義援金 9,026,898円

復興支援募金 5,809,562円

＊平成25年9月30日現在

わたしたちの町
人　 口

16，025（－11）
男

7，566（－8）
女

8，459（－6）
世帯数

6，478（＋6）

協力して昼食の準備をする参加者（丹波自然運動公園・曽根） 意見を出し合う参加者（山村開発センターみずほ・大朴） 祝い状を受ける山西さん（右）（下山）

祝い状や記念品を前にする西田さん（中央）（曽根）

祝い状と記念品を受け取る滝本さん（実勢）

記念品を受け取る谷山さん（左）（安井）
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ど
め 

ま
さ

と
し

de

10月1日現在／（　）は前月比

 
職
員
の
配
置         

（
敬
称
略
）

■
退
職（
八
月
三
十
一
日
付
）

　

片
山
亜
紀

　
（
国
保
京
丹
波
町
病
院
看
護
師
）

■
異
動（
九
月
一
日
付
）

　

水
口
さ
き
子

　
（
丹
波
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

■
新
規
採
用（
十
月
一
日
付
）

　

田
中
美
由
紀

　
（
国
保
京
丹
波
町
病
院
看
護
師
） 会話を楽しみながらグラウンドの草引きを行う

参加者（和知北部コミュニティー広場・下粟野）

や
ま  

う
ち        

せ
い  

い
ち

ご　

え
ん

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、森
脇
和

也
さ
ん
か
ら「
未
来
を
ひ
ら
く
人
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」と
、五
千
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
り 

わ
き 

か
ず

や



9月15日から16日にかけて、本町に多大な被
害をもたらした台風18号。編集子も消防団員の
一員として活動し、その間に農地が水につかる被
害にあいました。多くの方が、多かれ少なかれ被
害にあわれたのではないでしょうか。
甚大な被害にあわれた方にお見舞い申し上げ

ますとともに、自らの被害の復旧に向けてがんば
りたいと思っています。（Ｔ）

編
集
後
記

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす

発行／京丹波町　〒622-0292京都府船井郡京丹波町蒲生八ツ谷62番地6　電話（0771）82-0200（代表）・（0771）82-3801（直通）　企画・編集／企画政策課
［ホームページアドレス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp　［電子メール］kikaku30@town.kyotamba.kyoto.jp　　

京丹波町の秋の一大イベントとして毎年開催され
る「京都丹波ロードレース」。大会当日には約4,000人
のランナーが集い、鮮やかに紅葉した景色を眺めな
がら丹波路を駆け抜けますので、コース沿いからのあ
たたかい声援などにご協力いただきますようお願い
します。　
また、発着点である丹波自然運動公園では、来園さ

れる皆さんに京丹波の秋を存分に楽しんでいただける
よう「うまいもの市」や「菊花展」なども開催されます。ご
家族や友人などお誘い合わせご来園いただき、深まり
ゆく京丹波の秋を満喫してください。

11月3日（日・祝）※雨天決行

丹波自然運動公園
京丹波町、南丹市陸上競技協会、
京丹波町体育協会、京都府立丹波自然運動公園

　恒例の「うまいもの市」では、地元で採れた農産物
や特産品をはじめ、食の宝庫「京丹波」を満喫でき
る、旬の食材をふんだんに使った料理などを販売。
「菊花展」は10月20日（日）～11月4日（月・祝）まで開
催し、菊愛好家が丹精込めて育てたさまざまな種類
の菊を展示します。

日　時

発着点

主　催

開催時間

開催場所
午前10時～午後2時
丹波自然運動公園中央広場　

京丹波京丹波広
報
広
報

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波
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あ
と
少
し
だ
！

　
　
　

が
ん
ば
れ
！

決算特集

秋の丹波路を駆け抜ける
「2013京都丹波ロードレース」

を開催します

［選手受付］ 午前8時30分～10時
［開 始 式］ 午前10時～
［スタート］ 〈3㎞〉午前10時20分
　　　　 〈5㎞〉午前10時40分
　　　　 〈10㎞〉午前10時50分
　　　　 〈ハーフ〉午前11時

うまいもの市・菊花展


